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のため、どちらのニーズにも応えられるようにしています。

POINT ２ 自助・公助・共助を踏まえてゲームへ

授業導入説明のスライドで、日本においては人生のリスクへの備えとして「自助・公助・共助」

が存在することを紹介しています。公助・共助は国や自治体による社会保障制度で、自助は自らが

備える預貯金や民間保険という性質の違いを分かりやすく解説し、そもそもリスクへの備えとは何

かについて、理解を促します。ゲーム時には、登場するイベントカード（リスク）と安心カード

（社会保険、民間保険）の関係をより理解できるようになっています。

プレイヤーは、まずリスクに備える３つの考え方である「自助」「共助」「公助」を学ぶ。
そして、想定されるリスクに応じて対応する保険の種類は異なることを理解してからゲー
ムはスタートする。



4

POINT ３ �人生における様々なリスクの発生確率を「イベントカード」の枚数に反映

するリアルな設計

プレイヤーは、預貯金100万円からゲームを開始します。自動車保険などの計10種類の“備え”

を預貯金の範囲内で購入し、イベントカード（交通事故や病気など人生におけるリスク）での出費

に備えます。イベントカードはゲームの進行に合わせ、年代ごとに引いていきますが、20代のイ

ベントカードは交通事故が多く、老年のカードには病気が多いというように、リスクの実際の発生

確率を踏まえて年代ごとに各種イベントカードの構成割合を決めています。例外もあるため、完全

に現実に沿うわけではありませんが、極力データや実態に沿った設計にしています。リスクごとに

備える保険があることを学ぶことができます。ゲームはプレイヤーがイベントカードを最後の年代

まで引き切ったときに終了し、自分の備えが十分だったかなどを振り返ります。なお、最終残金を

競うゲームではありません。

「イベントカード」の例と使い方

POINT ４ 「ボーナスカード」で楽しく学べるバランスを

ゲームの進行をリスクと備えの要素だけとすると、人生はリスクばかりという印象が強まり、

ゲームが暗くシリアスになってしまいます。当然、人生はリスクばかりではなく嬉しいことも起こ

ります。「ボーナスカード」があることで、楽しく学べるようにしています。
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「ボーナスカード」の例（左：表面、右：裏面）

POINT ５ アンコンシャス・バイアスにも配慮したビジュアル

たとえば「ボーナスカード」の結婚のイラストは、男女のカップルではなく、花束にしていま

す。現時点では同性婚は法的に認められていませんが、結婚するのは男女だという無意識の思い込

み、“アンコンシャス・バイアス”を排除しました。

多様性の時代に即したデザインの「ボーナスカード」
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取組事例紹介

▶出前講座の実績、受講者の属性などを教えてください。

「ソナソナ」の提供は主に高等学校のみを対象とし、２団体のホームページやニュースリリース

などから問い合わせをいただいて提供しています。提供を開始した2025年度は、７月までに２団

体合わせて約400校から申し込みがありました。なお、１校あたりの本教材のセット数は６セッ

トまでと上限を設けています。１セットで７名までプレイできるので、６セットでおおよそ１クラ

ス分という計算です。セット数としては、現状で2,400セットを提供しました。（公財）生命保険

文化センターによる講師派遣では、現時点で、約10校で「ソナソナ」を使った講座を実施しまし

た。

「ソナソナ」の実施風景

▶「ソナソナ」を使ってみた先生方からの感想を教えてください。

以下のような感想をいただいています。

・�単元のまとめとして実施しました。生徒が楽しみながら学習しており、とても良い教材だと思い

ました。






